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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内情報を取得するための所定の機能を実行する機能実行手段と、前記機能実行手
段に電源を供給する電源供給手段と、前記電源供給手段の電源残量を認識する認識手段と
、前記認識手段で認識された電源残量の情報を送信信号に重畳する重畳手段と、前記重畳
手段によって電源残量の情報が重畳された送信信号を送信する送信手段と、外部からの無
線給電によって前記電源を確保する蓄電手段と、を有する被検体内導入装置と、
　前記送信手段から送信された送信信号を受信する受信手段と、前記受信手段によって受
信された送信信号から前記電源残量の情報を検出する検出手段と、を有する外部装置と、
を備え、
　前記外部装置は、前記蓄電手段に無線給電を行う給電手段をさらに備え、
　前記給電手段は、前記検出手段によって検出された前記電源残量の情報に応じて前記無
線給電の給電用信号の増幅率を変化させることを特徴とする被検体内情報取得システム。
【請求項２】
　前記認識手段は、アナログ－デジタルコンバータであることを特徴とする請求項１に記
載の被検体内情報取得システム。
【請求項３】
　前記アナログ－デジタルコンバータは、間欠的に起動して前記蓄電手段の電圧値のアナ
ログ信号をデジタル信号に変換することを特徴とする請求項２に記載の被検体内情報取得
システム。
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【請求項４】
　被検体内情報を取得するための所定の機能を実行する機能実行手段と、前記機能実行手
段に電源を供給する電源供給手段と、前記電源供給手段の電源残量を認識する認識手段と
、前記認識手段で認識された電源残量の情報を送信信号に重畳する重畳手段と、前記重畳
手段によって電源残量の情報が重畳された送信信号を送信する送信手段と、外部からの無
線給電によって前記電源を確保する蓄電手段と、を有する被検体内導入装置と、
　前記送信手段から送信された送信信号を受信する受信手段と、前記受信手段によって受
信された送信信号から前記電源残量の情報を検出する検出手段と、を有する外部装置と、
を備え、
　前記認識手段は、アナログ－デジタルコンバータであり、
　前記アナログ－デジタルコンバータは、間欠的に起動して前記蓄電手段の電圧値のアナ
ログ信号をデジタル信号に変換することを特徴とする被検体内情報取得システム。
【請求項５】
　被検体内情報を取得するための所定の機能を実行する機能実行手段と、前記機能実行手
段に電源を供給する電源供給手段と、前記電源供給手段の電源残量を認識する認識手段と
、前記認識手段で認識された電源残量の情報を送信信号に重畳する重畳手段と、前記重畳
手段によって電源残量の情報が重畳された送信信号を送信する送信手段と、外部からの無
線給電によって前記電源を確保する蓄電手段と、を有する被検体内導入装置と、
　前記送信手段から送信された送信信号を受信する受信手段と、前記受信手段によって受
信された送信信号から前記電源残量の情報を検出する検出手段と、を有する外部装置と、
　を備え、
　前記認識手段は、インバータを含み、該インバータの閾値と前記電源の電圧値とを比較
し、この比較結果を２値のデジタル値で出力することを特徴とする被検体内情報取得シス
テム。
【請求項６】
　前記外部装置は、前記検出手段によって検出された電源残量の情報を表示する表示手段
をさらに有することを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の被検体内情報取得
システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえば被検体内に導入され、被検体内情報を取得するカプセル型内視鏡な
どの被検体内導入装置の電源残量を通知する被検体内情報取得システムに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備されたカプセル型内視鏡が
登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被検体である被検者の口
から飲み込まれた後、被検者の生体（人体）から自然排出されるまでの観察期間、たとえ
ば食道、胃、小腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴って移動し、撮像機能
を用いて所定の撮像レートで順次撮像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次無線通信などの無線通信機能により、被検体の外部に送信され
、外部の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信機能とメモ
リ機能を備えた受信装置を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡を飲み込ん
だ後、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行動が可能に
なる。観察後は、医者もしくは看護士によって、受信装置のメモリに蓄積された画像デー
タに基づいて、体腔内の画像をディスプレイなどの表示手段に表示させて診断を行うこと
ができる（たとえば特許文献１参照）。
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【０００４】
　電源の供給においては、このカプセル型内視鏡が生体内に留置されるため、カプセル型
内視鏡内に電池を搭載させ、この電池により内部に電源を供給する電池供給システムや、
生体外部からカプセル型内視鏡内に電源を送信する電源送信システムがある。
【０００５】
　後者の電源送信システムの場合には、その内部に電源受信アンテナが設けられ、生体内
に留置されたカプセル型内視鏡へ電源受信アンテナを通じて電源送信する構成が備わって
いる（特許文献１参照）。
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２３１１８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した電源送信システムでは、単に生体外部から電源を供給するだけ
の構成なので、カプセル型内視鏡内の電源残量状況を把握することができなかった。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、被検体内導入装置の電源残量を迅速に
認識することができる被検体内情報取得システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる被検体内情報取得シス
テムは、被検体内情報を取得するための所定の機能を実行する機能実行手段と、前記機能
実行手段に電源を供給する電源供給手段と、前記電源供給手段の電源残量を認識する認識
手段と、前記認識手段で認識された電源残量の情報を送信信号に重畳する重畳手段と、前
記重畳手段によって電源残量の情報が重畳された送信信号を送信する送信手段と、を有す
る被検体内導入装置と、前記送信手段から送信された送信信号を受信する受信手段と、前
記受信手段によって受信された送信信号から前記電源残量の情報を検出する検出手段と、
前記検出手段によって検出された電源残量の情報を表示する表示手段と、を有する外部装
置と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記発明において、前記被検体内
導入装置は、外部からの無線給電によって前記電源を確保する蓄電手段を、さらに有する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明にかかる被検体内情報取得システムは、被検体内導入装置の認識手段で電源残量
を認識し、この電源残量の情報を外部装置に送信して表示手段に表示させるので、被検体
内導入装置の電源残量を迅速に認識することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、本発明にかかる被検体内情報取得システムの実施の形態を図１～図６の図面に
基づいて詳細に説明する。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるものではな
く、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更実施の形態が可能である。
【００１３】
（実施の形態１）
　図１は、本発明にかかる無線型被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図であ
る。この無線型被検体内情報取得システムでは、被検体内導入装置の一例として、カプセ
ル型内視鏡をあげて説明する。図１において、無線型被検体内情報取得システムは、無線
受信機能を有する受信装置３と、被検体１内に導入され、体腔内画像を撮像して被検体１
外部の受信装置３に対して画像信号などのデータ送信を行うカプセル型内視鏡（被検体内
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導入装置）２とを備える。また、無線型被検体内情報取得システムは、受信装置３が受信
した画像信号に基づいて体腔内画像を表示する表示装置４と、受信装置３と表示装置４と
の間でデータの受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。受信装置３は、被検
体１によって着用される送受信ジャケット３１と、受信される無線信号の処理などを行う
外部装置３２とを備える。
【００１４】
　表示装置４は、カプセル型内視鏡２によって撮像された体腔内画像などを表示するため
のものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータに基づいて画像表示を行うワー
クステーションなどのような構成を有する。具体的には、表示装置４は、ＣＲＴディスプ
レイ、液晶ディスプレイなどによって直接画像を表示する構成としても良いし、プリンタ
などのように、他の媒体に画像を出力する構成としても良い。
【００１５】
　携帯型記録媒体５は、外部装置３２および表示装置４に対して着脱可能であって、両者
に対して挿着された時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。この実施の形態で
は、携帯型記録媒体５は、カプセル型内視鏡２が被検体１の体腔内を移動している間は、
外部装置３２に挿着されてカプセル型内視鏡２から送信されるデータを記録する。そして
、カプセル型内視鏡２が被検体１から排出された後、つまり、被検体１の内部の撮像が終
了した後には、外部装置３２から取り出されて表示装置４に挿着され、この表示装置４に
よって、携帯型記録媒体５に記録されたデータが読み出される構成を有する。たとえば、
外部装置３２と表示装置４とのデータの受け渡しを、コンパクトフラッシュ（登録商標）
メモリなどから構成される携帯型記録媒体５によって行うことで、外部装置３２と表示装
置４との間が有線で直接接続された場合よりも、被検体１が体腔内の撮影中に自由に動作
することが可能となる。なお、ここでは、外部装置３２と表示装置４との間のデータの受
け渡しに携帯型記録媒体５を使用したが、必ずしもこれに限らず、たとえば外部装置３２
に内蔵型の他の記録装置、たとえばハードディスクを用い、表示装置４との間のデータの
受け渡しのために、双方を有線または無線接続するように構成してもよい。
【００１６】
　次に、カプセル型内視鏡２について説明する。図２は、本実施の形態におけるカプセル
型内視鏡の内部構成を示すブロック図である。図２において、カプセル型内視鏡２は、被
検体１の体腔内における被検部位を照射するための照明手段としての発光素子（ＬＥＤ）
１１（機能実行手段）と、ＬＥＤ１１の駆動状態を制御するＬＥＤ駆動回路１２と、ＬＥ
Ｄ１１によって照射された領域からの反射光である体腔内の画像を撮像する撮像手段とし
ての電荷結合素子（ＣＣＤ）１３（機能実行手段）と、ＣＣＤ１３の駆動状態を制御する
としてのＣＣＤ駆動回路１４と、ＣＣＤ１３から出力された画像信号を変調してＲＦ信号
とするＲＦ送信ユニット１５（送信手段）と、このＲＦ送信ユニット１５から出力される
ＲＦ信号を無線送信するための送信用アンテナとしてのＲＦアンテナ１６（送信手段）と
を備える。
【００１７】
　また、カプセル型内視鏡２は、受信装置３から送られてきた無線信号を受信する受電用
アンテナ１７と、この受電用アンテナ１７で受信した信号から給電用信号を分離する分離
回路１８と、この給電用信号から電源（電力）を再生する電源再生回路１９と、この再生
された電源を昇圧する昇圧回路２１と、この昇圧された電源を蓄積する蓄電器２２（蓄電
手段）と、この蓄電器２２の電源残量を認識する電源残量認識回路２０（認識手段、重畳
手段）と、この蓄電器２２に蓄積された電源によってＬＥＤ１１、ＣＣＤ１３などのカプ
セル型内視鏡２内の各ユニットをコントロールするシステムコントロール回路２３（機能
実行手段、電源供給手段）とを備える。被検体内情報を取得するために、以上のＬＥＤ１
１、ＣＣＤ１３、ＲＦ送信ユニット１５、システムコントロール回路２３によりカプセル
型内視鏡２が有する所定の機能を実行することになる。
【００１８】
　ＣＣＤ１３は、発光素子としてのＬＥＤ１１から照明光が発せられて取得した被検体画
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像を、被検体内取得情報である映像信号として、ＲＦ送信ユニット１５へ出力する。ＲＦ
送信ユニット１５では、ＣＣＤ１３から送られてきた映像信号を変調し、送信信号として
送信用アンテナであるＲＦアンテナ１６を介してカプセル型内視鏡２外部へ無線送信する
。なお、本発明では、上記ＣＣＤ１３に代えてＣＭＯＳセンサなど他の撮像素子でもよく
、また送信信号は、被検体の体腔内画像に代えて、たとえば体腔内の温度情報やｐＨ情報
などの生体情報でもよい。
【００１９】
　受電用アンテナ１７は、単独のコイル部材からなり、後述する受信装置３から送出され
た給電用電波を受信する。受電用アンテナ１７が給電用電波を受信した後、分離回路１８
によって給電用電波から給電用信号を分離する。この給電用信号は、電源再生回路１９に
よって電源として再生され、昇圧回路２１において昇圧されて蓄電器２２に電源として蓄
電されるように構成される。システムコントロール回路２３は、蓄電器２２に蓄積された
電源を利用して、ＬＥＤ駆動回路１２、ＣＣＤ駆動回路１４およびＲＦ送信ユニット１５
など各電気機器の駆動の制御を行うとともに、各電気機器が駆動するための電源の供給状
態を制御する。
【００２０】
　次に、電源残量認識回路２０について説明する。図３は、図２に示した電源残量認識回
路２０を含む周辺の構成を示すブロック図である。図３において、電源残量認識回路２０
は、蓄電器２２の電圧を抵抗分圧する抵抗Ｒ１，Ｒ２と、この分圧された電圧値をアナロ
グ信号からデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ２０ａ（認識手段）と、Ａ／Ｄコン
バータ２０ａからの電圧信号をデジタル処理して送信信号に重畳してＲＦ送信ユニット１
５に出力するデジタル処理回路２０ｂ（重畳手段）とを備える。
【００２１】
　デジタル処理回路２０ｂは、上記Ａ／Ｄコンバータ２０ａからの電圧信号を単独で送信
信号に重畳させてもよいし、たとえばホワイトバランスの情報やカプセルＩＤ（識別情報
）とともに、上記電圧信号を送信信号に重畳させてもよい。なお、上記電圧信号が重畳さ
れる送信信号としては、画像信号でもよいし、上述した生体情報などでも、カプセル型内
視鏡２から受信装置３に無線送信される信号であれば、いずれの信号であってもよい。
【００２２】
　また、デジタル処理回路２０ｂは、上記電圧信号を送信信号に重畳させる機能のほかに
、たとえばＡ／Ｄコンバータ２０ａの起動をタイマ制御し、このＡ／Ｄコンバータ２０ａ
を間欠的に起動させて電圧信号を取り込んでもよい。このような構成により、電源残量の
認識精度が高くなるとともに、間欠的な制御により蓄電器２２の電力消費を低減すること
ができる。
【００２３】
　次に、受信装置３について説明する。図４は、本実施の形態における受信装置３の内部
構成を示すブロック図である。図４において、受信装置３は、被検体１によって着用可能
な形状を有し、受信用アンテナＡ１～Ａｎを備えた送受信ジャケット３１と、送受信ジャ
ケット３１を介して受信された無線信号の処理などを行う外部装置３２とを備え、受信用
アンテナＡ１～Ａｎと外部装置３２とは、図示しないコネクタなどによって着脱可能に接
続されている。なお、各受信用アンテナＡ１～Ａｎは、直接被検体１の外表面に貼付して
、送受信ジャケット３１に備え付けられなくてもよく、また送受信ジャケット３１に着脱
可能なものでもよい。
【００２４】
　送受信ジャケット３１は、複数の受信用アンテナＡ１～Ａｎと複数の給電用アンテナＢ
１～Ｂｍとを備えている。ここで、ｎ，ｍはそれぞれ自然数である。送受信ジャケット３
１の各アンテナは、被検体１である生体に装着した際に、その外表面にそれぞれ所定の位
置に配置される。特に、食道から胃、小腸、大腸のいずれか、もしくはこれら全ての部位
からの被検体情報を取得しようとする際には、被検体１の胸部や腹部、もしくは胸部から
腹部にかけて、この送受信ジャケット３１を配置するようにする。
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【００２５】
　外部装置３２は、受信用アンテナＡ１～Ａｎによって受信された無線信号に対して復調
などの所定の信号処理を行い、無線信号の中からカプセル型内視鏡２によって取得された
画像情報を抽出するＲＦ受信ユニット４６と、抽出された画像情報に必要な画像処理を行
う画像処理ユニット４７と、画像処理が施された画像情報を記録するための記録手段とし
ての記憶ユニット４９と、各ユニットの制御を行う制御回路５０とを備え、カプセル型内
視鏡２から送信された無線信号（送信信号）の信号処理を行う。
【００２６】
　この実施の形態では、ＲＦ受信ユニット４６は、図５に示すように、ＲＦ信号をベース
バンド信号に変換するＲＦ－ＢＢ変換回路４６ａと、信号レベルの微弱なベースバンド信
号に増幅や周波数帯域のフィルタリングなどの処理を施して、後段での処理が可能な信号
レベルに生成する２値化回路４６ｂと、２値化回路４６ｂの出力信号をもとに同期検出を
行う同期検出回路４６ｃと、２値化回路４６ｂの出力信号をシリアル信号からパラレル信
号に変換するシリアル／パラレル変換回路４６ｄと備えており、画像情報は、画像処理ユ
ニット４７および記憶ユニット４９を介して携帯型記録媒体５に記録されている。
【００２７】
　また、外部装置３２は、カプセル型内視鏡２の蓄電器２２における電源残量の情報を検
出する電源残量検出回路４８（検出手段）と、制御回路５０からの電源残量の情報に基づ
いて給電を行う給電ユニット３９と、入力する電源残量の表示を行う表示ユニット５１（
表示手段）とを備える。電源残量検出回路４８は、シリアル／パラレル変換回路４６ｄの
出力信号に重畳されている上記電源残量の情報を検出して制御回路５０へ出力している。
制御回路５０は、電源残量検出回路４８で検出された電源残量の情報を表示ユニット５１
で表示可能な信号形態に変更するとともに、この電源残量の情報を給電ユニット３９に出
力する。
【００２８】
　表示ユニット５１は、たとえばＬＣＤなどの液晶ディスプレイによって直接情報を表示
する構成からなり、制御回路５０から入力されたカプセル型内視鏡２の蓄電器２２の電源
残量をＬＣＤの画面に直接表示している。なお、この表示ユニット５１は、ユーザに情報
の認識が可能なものであれば、たとえばプリンタなどのように、他の媒体に情報を出力す
る構成としてもよい。
【００２９】
　給電ユニット３９では、図４に示すように、発振器４１の後段に重畳回路４３が接続さ
れており、この重畳回路４３では、コントロール情報入力ユニット４２から入力されたコ
ントロール情報が発振器４１から出力された給電用信号に重畳されるようになっている。
次に、コントロール情報が重畳された給電用信号は、重畳回路４３の後段に接続された増
幅回路４４によって増幅されてからスイッチング回路４５へと出力される。給電制御回路
４０は、制御回路５０から電源残量の情報を入力しており、この電源残量に基づいて増幅
回路４４による給電用信号の増幅率を変更している。
【００３０】
　すなわち、給電制御回路４０は、制御回路５０からの電源残量の情報、たとえば電源残
量が比較的多い情報の場合には、給電用信号の増幅率を抑えるように制御し、また電源残
量が比較的少ない場合には、給電用信号の増幅率を上げるように制御する。スイッチング
回路４５に入力された給電用信号は、送受信ジャケット３１の給電用アンテナから無線送
信される。
【００３１】
　ここで、たとえばコントロール情報入力ユニット４２からＣＣＤ１３の撮像レートを第
１の撮像レートから第２の撮像レートへの変更の指示が入力されたとする。コントロール
情報入力ユニット４２から送出されたコマ数変更情報信号は、重畳回路４３にて給電用信
号に重畳されて、増幅回路４４に入力される。さらに、給電制御回路４０の増幅率変更制
御によってこの増幅回路４４で所定の増幅率で増幅された後、スイッチング回路４５にて
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給電用アンテナＢ１～Ｂｍのうちで最適な給電アンテナへ送出されて、その給電用アンテ
ナから無線送信される。なお、この実施の形態のコントロール情報入力ユニット４２から
は、いくつかの情報が入力可能になっている。たとえば、上述したＣＣＤ１３の撮像レー
ト、つまり所定時間内の撮像コマ数を変更する情報であるコマ数変更情報や、ＬＥＤ１１
の点灯時間や点灯タイミングを変更するＬＥＤ点灯時間情報や、システムコントロール回
路２３を制御することで、各ユニットへの電源を供給させて被検体内情報の取得を実行さ
せるアクティブ・モードと、各ユニットへの電源を制御して被検体内情報の取得を見送ら
せるスタンバイ・モードとの間でスイッチングさせる電源ＯＮ／ＯＦＦ情報が、コントロ
ール情報入力ユニット４２から入力されるようになっている。
【００３２】
　こうして無線送信された給電用信号は、前述の通り、カプセル型内視鏡２の受電用アン
テナ１７によって受信される。そして、分離回路１８にて給電用信号から分離されたコン
トロール情報信号としてのコマ数変更情報信号がコントロール情報検出回路２４に入力さ
れるようになっている。ここで、コントロール情報信号と給電用信号とは周波数帯域を異
ならせており、またコントロール情報信号でもそのコントロール内容によって周波数帯域
を変更している。
【００３３】
　これによって、多重信号として受信装置３から無線送信することができ、またカプセル
型内視鏡２でも、この周波数帯域に基づいて、分離回路１８では入力された信号を分離可
能であり、コントロール情報検出回路２４ではコントロール情報の内容を検出することが
できる。このコントロール情報信号が入力されたコントロール情報検出回路２４は、その
信号がコマ数変更情報信号であることを検出し、そのコントロール内容（第１の撮像レー
トから第２の撮像レートへの変更）に応じて、第２の撮像レートでＣＣＤ１３を駆動させ
るようにＣＣＤ駆動回路１４を制御する。
【００３４】
　なお、前述の重畳回路４３では、コントロール情報入力ユニット４２より新たな情報が
入力されない限り、少なくとも所定の時間内、同じコントロール情報を給電用信号に重畳
し続けるようにすることで、一時だけカプセル型内視鏡２がうまく受電できない期間があ
った場合でも、コントロール情報をカプセル型内視鏡２に受信させることを可能にしてい
る。このように、被検体１内に導入後のカプセル型内視鏡２の機能を、外部から無線で制
御することができるので、不必要な部位の被検体内情報を多く取得してしまったり、不用
意に電源を消耗することができないようにしている。
【００３５】
　また、制御回路５０は、画像受信期間の受信電界強度を、そのとき選択された受信用ア
ンテナＡ１～Ａｎと対応付けて検出している。この制御回路５０は、給電用信号を送信す
る給電用アンテナＢ１～Ｂｍを、最も大きい受信電界強度を受信した受信用アンテナの近
傍に配設される給電用アンテナに切り替えるように、給電制御回路４０に指示信号を出力
している。この指示信号をもとに給電制御回路４０は、スイッチング回路４５のスイッチ
ング制御を行い、給電用信号を送信する給電用アンテナの切り替えを行う。
【００３６】
　このように、この実施の形態では、カプセル型内視鏡の蓄電器における電源残量の情報
を送信信号に重畳して、被検体外部の受信装置に送信し、受信装置においてこの電源残量
の情報を検出して、表示ユニットに表示させるので、カプセル型内視鏡の電源残量を迅速
にユーザが認識することができる。
【００３７】
（実施の形態２）
　図６は、図２に示した実施の形態２にかかる電源残量認識回路２０を含む周辺の構成を
示すブロック図である。この電源残量認識回路２０が実施の形態１の電源残量認識回路と
異なる点は、Ａ／Ｄコンバータの代わりにインバータ２０ｃを設け、蓄電器２２の電圧を
このインバータ２０ｃの閾値近傍になるように抵抗分圧した後に、インバータ２０ｃに入
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力させる点である。そして、分圧された電圧値がインバータ２０ｃの閾値より下がった場
合には、インバータ２０ｃからデジタル処理回路２０ｂにハイレベルのフラグ信号が出力
され、デジタル処理回路２０ｂは、このフラグ信号がハイレベルになったことを示す信号
を送信信号に重畳して、ＲＦ送信ユニット１５に出力する。
【００３８】
　受信装置３では、フラグ信号がハイレベルになったことを示す信号を受信すると、一定
の増幅率レベルの給電用信号をカプセル型内視鏡２に無線送信することで、カプセル型内
視鏡２の外部充電を可能にする。
【００３９】
　このように、この実施の形態では、カプセル型内視鏡の蓄電器における電源残量状態を
、インバータの閾値によってハイレベルかローレベルの２値で判断するので、回路規模の
大きいＡ／Ｄコンバータを用いる必要がなくなり、受信装置の回路規模が小さくなるとと
もに、重量も軽減される。このため、受信装置の携帯時に、被検者の負担を軽減すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明にかかる無線型被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である
。
【図２】実施の形態１におけるカプセル型内視鏡の内部構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示した実施の形態１にかかる電源残量認識回路を含む周辺の構成を示すブ
ロック図である。
【図４】実施の形態１における受信装置の内部構成を示すブロック図である。
【図５】ＲＦ受信ユニットを含む外部装置の要部の構成を示すブロック図である。
【図６】図２に示した実施の形態２にかかる電源残量認識回路を含む周辺の構成を示すブ
ロック図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　被検体
　２　カプセル型内視鏡
　３　受信装置
　４　表示装置
　５　携帯型記録媒体
　１１　ＬＥＤ
　１２　ＬＥＤ駆動回路
　１３　ＣＣＤ
　１４　ＣＣＤ駆動回路
　１５　ＲＦ送信ユニット
　１６　ＲＦアンテナ
　１７　受電用アンテナ
　１８　分離回路
　１９　電源再生回路
　２０　電源残量認識回路
　２０ａ　Ａ／Ｄコンバータ
　２０ｂ　デジタル処理回路
　２０ｃ　インバータ
　２１　昇圧回路
　２２　蓄電器
　２３　システムコントロール回路
　２４　コントロール情報検出回路
　３１　送受信ジャケット
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　３２　外部装置
　３９　給電ユニット
　４０　給電制御回路
　４１　発振器
　４２　コントロール情報入力ユニット
　４３　重畳回路
　４４　増幅回路
　４５　スイッチング回路
　４６　ＲＦ受信ユニット
　４６ａ　ＲＦ－ＢＢ変換回路
　４６ｂ　２値化回路
　４６ｃ　同期検出回路
　４６ｄ　シリアル／パラレル変換回路
　４７　画像処理ユニット
　４８　電源残量検出回路
　４９　記憶ユニット
　５０　制御回路
　５１　表示ユニット
　Ａ１～Ａｎ　受信用アンテナ
　Ｂ１～Ｂｍ　給電用アンテナ
　Ｒ１，Ｒ２　抵抗

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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